































































H/|；Ｍｆ目Hppgozen～ｉ〈/KiIamaIadaniｆ目且…zen～ｹノ､、､．’・～･～.KiI maIadani、‐~－′、 皮。(Ｓｈｉｒａｍｉｎｅ ／／１ｍ















































































































































































長さ 幅 比高 傾斜 面積 平均高度
０．７５８ ０．８４１ －０．４０１ 0.943 0.048 長さ
0.666 －０．３４１ 0.816 0.043 幅






































































































































面積(knf)･Ａ 割合(％） 地すべり面積(knf)･Ｂ ／Ａ(％） Ｂ/流域全面 (％）
赤岩層下部，互層部 2８．７７ 5９．４ 1８．４５ 6４．１ 3８．１
赤岩層上部，砂岩部 1３．１２ 2７．１ 4．６０ 3５．１ ９．５
不明地域 ６．５７ 1３．５ 3.06 4６．６ ６．３
地すべり移動方向 べ 割合(％） 地すべり面積 ｍ`） 割合(％ 1個当たり面積(ｍ２）
流れ盤 5４ 7５．０ ６，０９４，１ ０ 7０．５ 112,855
受け盤 １．４ 3３，０００ 0.4 3３，０００
走向 1５ 2 ．０ ２，３２９，１ ０ 2７．０ 155,273
不明 ２．８ 183,300 ２．１ 9１，６５０
合計 7２ 100.0 ８，６３９， ５０ 100.0
地形を把握して「地すべり地形発達史」を組み立て
ることが大切であり，筆者もこの点をさらに調査し
ていきたいと思う｡最後に得られた結論を列挙する。
１．本流域面積約15.75knFのうち，地すべり地形
は9.78km；て;全面積中の約62％を占め,本流域にお
ける地すべりによる侵食の重要さを示す。
２．本流域の地すべり地形の平均的規模は,長さ４６０
，，幅265ｍ，比高186ｍ，平均高度1151ｍとなり，
面積は10,000㎡から120,000m:台,傾斜は11゜から33.
の間に分散する。そして移動方向は南から南西方向
が主体となる。
３．本地域において特に地すべり地形の発達しやす
い所は，緩傾斜(起伏量150ｍ以上200ｍ未満）で開
析の進んでいない(谷密度10本～14本),赤岩層下部
層中の流れ盤型の斜面である。
４．東西に流れる本流を境として南向き斜面と北向
き斜面では地すべり地形の発達に違いがみられる。
南向き斜面は地すべり地形が卓越しており，地質構
造上流れ盤型の地すべりが多い。北向き斜面には数
は少ないｶﾈ走向方向にすべる上厳的規模の大きな
地すべり地形が認められ，斜面崩壊，土石流による
侵食もさかんである。
５．４の結論から考えると南向き斜面は地すべり運
動が起こりやすく,北向き斜面は起こりにくい｡よっ
て本地域では南向き斜面の方から侵食がおこり，そ
れに遅れて北向き斜面の侵食がすすんだと考えられ
る。
い。南向き斜面では地層の傾斜と地すべり斜面傾斜
がともにほぼ同じものがみられ，流れ盤すべりの発
達によって斜面の侵食がおこなわれていると思われ
る。
反対に北向き斜面の走向方向は，ナナコパ谷や八
伏谷など支流の流線方向とほぼ一致している。また
北向き斜面ではこれらの支流上流部一帯に，地すべ
り地形の発達がみられる。このことから考えるに北
向き斜面では走向方向にまず河川侵食力推み，それ
が下流の方からどんどん上部の方へと進み，上流部
が重力的に不安定な状態となり，下流の方向つまり
走向方向へと地すべりをおこしたと考えられる。そ
して走向すべり力漣こった時にはその規模は流れ盤
すべりに比べて大きいのではないかと思われる（第
３表)。これは，流れ盤すべりの場合は,地層にそっ
てそのまますべればいいわけて；なおかつ南向き斜
面には，すべり面になりやすい頁岩層を含む赤岩層
下部層が分布しており，小規模な形でも簡単に地す
べりをおこしやすい。これに対し北向き斜面は地質
的にも赤岩層上部ですべり面となりうる頁岩がなく，
すべりにくい。反面おこるときには規模の大きい形
で起こるのではないかと思われる。前述の起伏量の
大きな北向き斜面での地すべりは，このような形で
発生している。
このように，「すべりやすさ」という点では南向き
斜面の方が卓越しており，こちらの斜面から侵食
が活発化したと思われる。そしてこの南向き斜面の
侵食が進むにつれ，北向き斜面の地域が地型的に
不安定な地域となり，侵食がはじまったと考えられ
る。
〔付記〕本研究を行うにあたって，守屋以智雄（金
沢大学文学部)，紺野義夫（金沢大学理学部)，東野
外志男（白山自然保護センター）の諸氏には大変お
世話頂いた。ここに心から感謝致します。また白山
自然保護センターの昭和58年度調査費の一部を使用
した。
Ⅶまとめ
大杉谷川流域の地すべり地形について，地形，地
質的な特徴を考察してきたがまだまだ不充分な点も
多く，今後も検討を要する。特に地形変化の－過程
として地すべりをとらえた場合には新旧の地すべり
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